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注 意 事 項 

 

１ 試験開始の合図があるまで、この問題冊子を開かない。 

２ 筆記用具は黒色の鉛筆またはシャープペンシルを使用する。 

３ 問題冊子に印刷不鮮明、ページの落丁などがあるときは、 

手を挙げて監督者に伝える。 

４ 問題冊子の余白等は適宜利用してよい。 

５ 問題冊子は持ち帰ってよい。 

  



近年ますます、子どもの個性や特性、そして発達を捉え、一人ひとりの心に寄り添い安心し

て過ごせる場所を作っていく保育者の姿勢が大切だと言われています。また、特別な配慮を

必要とする子どもの豊かな育ちを支えていくために、保育者は、その子の特性や発達を理解

し、丁寧で温かみにあふれた保育を考えることが大事になります。次のようなお子さん（キ

ーワード参照）に、保育者として、あなたはどのように理解し、関わろうと考えますか。自

分の考えを 600 字以上 800 字以内で述べてください。  

 

タロウくんは、５歳の男の子です。タロウくんは普段からマイペースですが、何かを作る時

など、集中して細かい部分まで目が向き、丁寧に仕上げ、保育者もびっくりさせられます。

ですが、夢中になると、気が済むまでやめられず、集団の流れから外れてしまうこともあり

ます。先日は、砂場で友だちと一緒に、頑丈なトンネルを作っていましたが、部屋に戻る時

間になってもやめられずにいました。片付けをしようとした他の子に向かって「触るな、壊

すな！」と大きな声をあげて、カチカチに固めたトンネルを必死に守ろうとする姿も見られ

ました。 

 

＜キーワード＞こだわりの強い子 目に見えないことを理解するのが苦手な子  

不安や緊張を感じやすい子 特別な配慮を必要とする子への保育 


